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上鶴間公民館振興計画 

―  出 会 い ・生 き が い・ 高 め 合い  ―  

 

１．趣旨  

 「生涯学習体系への移行」を掲げた臨時教育審議会 最終答申の出さ

れた昭和６２年４ 月、上鶴間公民館 は相模原市の公民 館整備基本計画

に基づき旧市で２ ２館目の公民館と して開館し、人々 が語り合うコミ

ュニティ作りの拠 点として、さらに は学習・文化・スポーツの拠点と

して多くの地域住 民に支えられなが ら充実発展してき ました。  

 今日、少子高齢社会が一段と進む なか、多様な情報機器が日常生活

へ普及してくるな ど高度情報通信社 会の進行、産業や 就業構造など社

会構造の急激な変 化等への対応が大 きな課題となって きています。こ

うした変化の影響 により、開館当時 と比べ公民館を取 り巻く環境も大

きく変わってきま した。  

 平成２３年３月 に発生した東日本 大震災は、人々の くらしや社会に

大きな被害をもた らし、私たちの価 値観やライフスタ イルにも変化を

与えました。令和２年にその存在が 確認されて以降、世界的に感染が

拡大した新型コロ ナウイルス感染症 は、私たちの日常 生活や働き方を

大きく変化させま した。  

か ね て か ら コ ミ ュ ニ テ ィ 意 識 や 連 帯 感 の 希 薄 化 が 指 摘 さ れ る 現 状

で、大切なことは 、地域の繋がり、住民同士のコミュ ニケーションで

す。  

 このような時代 の変化と課題に的 確に対処し、地域 住民の生涯学習

の場として、また 地域活動の拠点と しての公民館活動 をさらに推進し

ていくために、平 成２７年３月から 令和７年３月まで の１０年間を概

ねの目標期間と定 め、本計画を策定 します。  

 

 

２．現状と課題  

（１）上鶴間公民 館区の概要  

上鶴間公民館区の 面積は３ .５２平方 km で、市面積の１ .０７％を

占め、北東側は町 田市、南端は大和 市に接しています 。地形は、町田

市との境を流れる 境川、南側を深堀 川が流れほぼ長方 形となっていま

す。中央部には境 川と概ね平行し国 道１６号線が通っ ています。  

また、小田急線の相模大野駅が館区 内西側に、他に館区外では小田
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急線町田駅と JR 線町田駅が境川を 越えてすぐにある ように、都県境

に位置しています 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）館区の人口 特性  

開 館 当 時 の 館 区 内 人 口 は ２ ６ ,０ ０ ０ 人 で し た が 、 令 和 ３ 年 １ ０ 月

１日現在では人口 ４８，５０４人 、世帯数は２４，０ ５９世帯となっ

ています。  

６５歳以上の高齢 化率は、令和３年 １０月１日現在の 年齢別人口統

計により１８ .１％となっていて、約１０年前の１４ .８％から３．３

ポイント上昇して いますが、市内の 中でも若い世代や 子どもが大変多

い地域と言え、そ の中でも０～５歳 の占める割合が最 も高いことが特

徴です。  

年 齢 別 人 口 統 計 か ら 市 内 平 均 や 近 隣 館 区 と の 比 較  （ 令 和 ３ 年 １ ０ 月 １ 日 現 在 ） 

項  目  市 内 平 均  上 鶴 間 館 区  市 内 館 区 順 位  参 考 ： 近 隣 館 区  

高 齢 化 率  ２ ６ .２ ％  １ ８ .１ ％  最 も 低 い  大 野 南 ２ ４ .１ ％  

平 均 年 齢  ４ ６ .９ 歳  ４ ３ .０ 歳  最 も 低 い  大 野 南 ４ ５ .９ 歳  

０ ～ １ ４ 歳 の 割 合  １ １ .６ ％  １ ３ .３ ％  ３ 番 目 に 高 い  大 野 南 １ ２ .４ ％  

０ ～ ５ 歳 の 割 合   ４ .２ ％   ５ .４ ％  最 も 高 い  大 野 南  ４ .７ ％  
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（３）公民館を取 り巻く課題   

少子高齢社会、高 度情報通信社会の 進行、社会構造の 急激な変化等

が家庭や地域社会 に様々な影響を及 ぼしており、定年 後の就労や女性

の就労機会の増大 に加え、地域活動の参加機会の減少 、パソコンやス

マートフォンなど ＩＣＴ（情報処理や情報通信）機器の普及により地

域などでの人間関 係の希薄化も進ん でいるなか、地域 住民の触れ合う

機会や、地域の人 が守り伝えてきた 文化や伝統に触れ 愛着を深められ

るような機会を設 けることも必要に なっています。  

また、子どもが基 本的な生活習慣や 社会的なマナー等 を身に付ける

う え で 必 要 な 心 構 え な ど に つ い て 家 庭 の 教 育 力 低 下 が 叫 ば れ る な か 、

学校・家庭・地域 の一層の連携の必 要性が生じていま す。  

さらに平成２３年 に発生した東日本 大震災や最近の大 型台風・ゲリ

ラ豪雨による甚大 な災害を教訓に、災害から学ぶ「さ がみはら」とし

て改めて災害に備 えようという意識 の高まりがありま す。各地域での

先進事例・防災に 関連する学習機会 の提供が今求めら れています。  

人生１００年時代 と言われている昨 今、超高齢化の進行に伴い趣味

や健康・医療等に 関する学習ニーズ や健康寿命を伸ば す意識が高まっ

ており、高齢者への多様な学習機会 の提供とともに、健康や生きがい

づ く り を は じ め と し た 高 齢 期 に 備 え る た め の 学 習 機 会 へ の 関 心 も 高

まってきています 。併せて、社会の 変化に伴い学習内 容の多様化・高

度化が求められて います。  

上鶴間公民館も開 館から３５年が経 過しようとしてお り、公民館の

利用者、担い手が 高齢化しており、地域のコミュニテ ィづくり・学習

の拠点としてあり 続けるためには、新たな利用者の開 拓が求められて

います。  

 

（４）運営体制の 現状と課題  

専 門 部 を は じ め と し て 公 民 館 の 担 い 手 が 不 足 し て い る 現 状 が あ り 、

新たな担い手の発 掘が求められてい ます。  

また、事業の実施 機関として位置付 けられる専門部な どを中心とし

て 事 業 を 企 画 ･運 営 し て い ま す が 、 公 民 館 利 用 団 体 や 実 行 委 員 会 な ど

自発的・自主的な 地域活動との連携 も求められていま す。  

さらに、平成３０年６月から本市で は、公民館使用料が導入されま

した。これは、公民館の施設運営に は人件費や維持管 理のための費用

がかかっています 。これを利用者に 適切に負担してい ただくことによ
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り、社会状況が変化していく中でも 、持続可能な施設運営していくこ

とを目的として導 入されたものです 。なお、一定の要件に該当する場

合は、免除申請手 続きにより使用料 が免除されます。  

                

３．基本理念 (目指す公民館像 ) 

情報化、国際化、少子高齢化、価値 観の多様化、家庭 環境の変化など

社会は急速に変わ っています。科学技術の進展や情報 機器の浸透は、私

たちの生活を便利 で豊かにしている 反面、地球温暖化 など地球規模での

深 刻 な 環 境 問 題 や 情 報 機 器 へ の 過 度 な 依 存 の 問 題 を 引 き 起 こ し て い ま

す。また高学歴化、定年を迎えた団塊 世代の動向、地域分権改革の潮流、

市の行財政改革な どにより、時代は 変革期を迎えてい ます。  

こ の よ う な 背 景 の 中 で 公 民 館 に 対 す る 期 待 と 要 求 は 益 々 多 様 化 し て

い ま す 。そ こ で 、「 出 会 い・ 生 き が い ・ 高 め合 い 」 を 柱 と し 、住 民 主 体

の原 則 を一 層 強め 、「 学 び の 場 、 活 動 の 場 、 つ な が る 場 」 とし て 、少 子

高 齢 化 社 会 に あ っ て も 住 み 続 け た い 地 域 社 会 を つ く る 活 動 を 生 み 出 す

公民館を目指しま す。  

 

（１）みんなが  出会い  

・出会いを大事に し、触れ合い、通い合い、手のつなぎ合いを強めよう  

・子どもからお年寄りまで地域のみ んなが、気軽に出入りできる場とし

よう  

（２）みんなの  生きがい  

・学習や活動を通 して、生き生きと 豊かな生活ができ るようにしよう  

（３）みんなで  高め合い  

・みんなで生活課 題を見つけ、自由 に学ぼう  

・自分たちで学習 や活動計画を立て 、みんなで取り組 もう  

・仲間づくりの輪 を広げ、みんなで 高め合おう  

 

４．重点目標（今 後５年から１０年 間の行動指針）  

（１）地域ネット ワークの核として 、地域社会への関 心を高め出会いや 交

流を深める活動の 推進  

（２）地域の自発 的な学習活動の支 援とライフステー ジに対 応 し た 学 習 ・

活動の推進  

（３）地域住民の経験や知識を 取 り 入 れ る な ど 、地 域 人 材 の 発 掘・養 成 ・

活用の推進  
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（４）世代・性別を問わないオール 上鶴間での公民館 活動への参加の推 進  

（５）学社連携・融合に取り組むな ど家庭・学校・地 域の連携による地 域

の教育力の充実  

（６）地域コミュ ニケーションの拠 点づくりの推進  

（７）利用団体懇 談会参加団体等地 域団体や住民自ら が企画・実施する各

種実行委員会・準 備委員会等の支援  

 

５．活動計画（重 点目標に基づいた おおよそ３年間の 事業計画）  

（１）公民館全体 に関わる活動  

①  館 区 内 か ら 広 く 情 報 を 収 集 し 地 域 課 題 、 生 活 課 題 の 発 掘 に 努 め、

生涯学習の観点か らその解決に寄与 する事業を実施し ます。  

②  地 域 の 人 材 発 掘 及 び 新 規 専 門 部 員 確 保 を 図 る た め 、 広 く 地 域 に広

報を行うことで協 力員等の公募に努 めます。  

③  上 鶴 間 公 民 館 利 用 団 体 懇 談 会 の 活 動 の 周 知 な ど の 支 援 を 通 じ て公

民館利用者の増加 と地域の人材発掘 に努めます。  

④  共 同 事 業 で あ る 公 民 館 自 主 企 画 提 案 事 業 な ど を 積 極 的 に 利 用 する

な ど 上 鶴 間 公 民 館 利 用 団 体 懇 談 会 と の 共 同 作 業 の 実 施 に 取 り 組 み

ます。  

⑤  地 域 資 源 で あ る 公 民 館 利 用 団 体 等 の 活 動 成 果 や 取 組 み 等 の 情 報の

集約と学校など地 域の団体への提供 に取り組みます。  

⑥  地 域 や 家 庭 の 教 育 力 を さ ら に 高 め る よ う 、 学 校 、 自 治 会 を は じめ

と す る 地域 の 様 々 な 団 体 及び 家 庭 と の 更 な る連 携 を 図 り 、 新 たな 事

業の実施に取り組 みます。  

⑦  部 員 等 の 相 互 補 完 、 新 た な 事 業 展 開 の 観 点 か ら 、 専 門 部 等 相 互の

連携を強化します 。  

⑧  公 民 館 ま つ り を は じ め と し て 公 民 館 事 業 の な か に 、 生 徒 ・ 学 生の

ボランティア活動 の場を積極的に提 供します。  

⑨  地 域 の 防 災 意 識 の 高 ま り に 応 え る た め 、 防 災 に 関 す る 学 習 機 会の

提供と防災知識の 周知を支援します 。  

⑩  子 育 て 世 代 の 親 子 を 対 象 と し た 事 業 や 三 世 代 で 参 加 で き る 事 業を

検討し、併せて子 育て支援に積極的 に取り組みます。  

⑪  参 加 者 と の 対 面 に よ る 事 業 の 実 施 を 基 本 と し つ つ 、 新 型 コ ロ ナウ

イルス等の感染状 況に応じて、家庭 にいながら参加で きるオンライ

ンを活用した事業 に取り組みます。  
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（２）学習・文化 活動  

①  地域や生活に密着した公民館事 業の展開に努めま す。  

②  女 性 の ラ イ フ ス テ ー ジ に 対 応 し た 事 業 展 開 に 心 が け る と と も に、

子 育 て につ い て 学 習 す る 機会 を 提 供 す る な ど家 庭 教 育 の 充 実 に努 め

ます。  

③  高 齢 者 の 豊 富 な 社 会 経 験 や 知 識 を 活 用 す る と と も に 、 高 齢 化 社会

に 対 応し た 事 業 展 開 に 向け て 市 及 び 関 連 団体 等 と の 連 携 を 進め ま す 。 

④  地域人材・学習資源の発掘や有 効活用に努め、住民主体の学習 ･文

化活動を推進しま す。  

⑤  主 に 団 塊 世 代 の 公 民 館 事 業 へ の 参 加 を 促 進 す る た め に 、 事 業 内

容・開催日時の設 定等に配慮します 。  

⑥  様 々 な 分 野 ・ 世 代 に 対 応 し た 図 書 資 料 を 備 え た 公 民 館 図 書 室 とな

るようさらなる充 実を図るとともに 、図書室のＰＲに 努めます。  

⑦  公 民 館 利 用 団 体 の 活 動 を 支 援 し 、 新 た な 仲 間 作 り を 支 援 し て いき

ます。  

 

（３）青少年活動  

①  異 な る 年 齢 間 相 互 の 交 流 促 進 及 び 文 化 や ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ーシ

ョン活動への参加 促進に努めます。  

②  子 ど も た ち が 自 然 体 験 や 社 会 体 験 あ る い は 奉 仕 活 動 な ど を 行 う場

や 機 会 を増 や し 、 豊 か な 心や た く ま し さ を 育む た め の 事 業 へ の支 援

をしていきます。  

③  館 区 内 の 小 中 学 校 ・ 高 等 学 校 等 の 教 育 機 関 、 さ ら に は こ ど も セン

タ ー や 青少 年 関 連 団 体 等 公民 館 区 内 の 組 織 との 連 携 を は じ め 、地 域

資源相互の連携・ 活用を通して地域 の子育て支援に努 めます。  

④  家 庭 教 育 の 重 要 性 に 対 す る 理 解 を 深 め る た め 事 業 や 情 報 の 提 供に

努めます。  

⑤  学校や地域と連携し子どもの居 場所づくりに取り 組みます。  

 

（４）スポーツ・ レクリエーション 活動  

①  自 治 会 等 と の 連 携 を 図 り 、 地 域 ぐ る み ・ 家 族 ぐ る み で 参 加 で きる

事業の実施に努め ます。  

②  高 齢 化 に 備 え 健 康 づ く り や 体 力 づ く り に 取 り 組 む 機 会 を 拡 充 する

な ど 、 生涯 を 通 じ て ス ポ ーツ に 親 し め る よ う、 ラ イ フ ス テ ー ジに 応

じたスポーツ・レ クリエーションの 普及に努めます。  
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③  だれでも手軽にできるスポーツ・レクリエーショ ンの普及に向け、

講習会等を開催し 、世代を超えた交 流と健康づくりに 努めます。  

 

（５）広報活動  

①  館 報 に つ い て は 、 公 民 館 事 業 の 紹 介 を 通 し て 地 域 住 民 の 公 民 館活

動 へ の 理解 を 深 め る と と もに 、 地 域 の 身 近 な話 題 だ け で な く 潜在 的

な地域資源の発掘 にも努め、上鶴間 地域の一体感の醸 成に努めます。 

②  ホ ー ム ペ ー ジ に つ い て は 、 公 民 館 を 多 く の 人 に 活 用 し て い た だ け

るように施設紹介 、利用案内、各種事業の情報や地域 情報の発信を

行 う な ど 内 容 面 の 充 実 を 図 る と と も に ビ ジ ュ ア ル 面 に も 配 慮 す る

など親しみやすい 画面構成に努めま す。そして、より多くの地域住

民からアクセスさ れるようにホーム ページのＰＲを行 います。  

③  市の地域情報紙や、その他メデ ィアの積極的な活 用を図ります。  

④  「 か み つ る ま て く て く マ ッ プ 」 を 活 用 し て 地 域 の 財 産 で あ る 史 跡

等 を 紹 介 す る こ と に よ り 、 地 域 の 魅 力 の さ ら な る 発 信 に 努 め ま す 。 

 

６．公民館活動推 進体制の方向性  

（１）公民館運営 協議会  

公民館事業・運営について協議・推進する組織として 平成１５年度

から従来の審議会 に代わって「公民館運営協議会」が 設置されました。 

こ の 運 営 協 議 会 の 構 成 員 に つ い て は そ の 設 置 の 目 的 に 添 う た め に 、

公民館開館以来、公民館事業の企画・運営・実施に 関 わり住民主体の

公民館運営の中核 を担っている専門 部員等を加えた構 成とし、企画か

ら実施までを自ら 行う組織とすると ともに、必要に応 じ構成を見直す

などの対応をして きました。  

また、視察研修を専門部との共催事 業とすることや、公民館運営協

議 会 で 出 さ れ た 課 題 や 意 見 を 公 民 館 事 業 に で き る 限 り 取 り 入 れ る こ

とで、これまで以 上に地域住民の意 思を反映した公民 館運営を進めて

いきます。  

 

（２）専門部  

上鶴間公民館では 、体育・文化・青 少年の３専門部と 、館報編集委

員会、ホームペー ジ作成委員会、か みつるまてくてく ガイドを「事業

の実施機関」として位置づけ、各機関がそれぞれの分 野において地域

の情報や声を反映 させた公民館事業 の企画・実施を住民主体で推進し
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ています。  

各部・委員会は 、毎年自治会から推 薦された自治会部 員、公民館活

動を理解し自発的 に協力してもらう 協力員、スポーツ推進委員（市か

ら委嘱）及び青少 年指導委員（市・県から委嘱）とい った方々により

構成されています 。  

し か し 、 住 民 主 体 の 事 業 運 営 を 行 う 上 で 不 可 欠 の 組 織 で あ る た め 、

運営方法や部員の 選出方法について は見直しを図るこ ととし、協力員

を常時公募するな どの取組みを行っ ています。  

公民館の広報活動 において、館報及 びホームページの 果たす役割は

今後ますます増大 することから、広報部門については 、館報編集委員

会、ホームページ作成委員会、かみつるまてくてくガ イドで構成する

こととし、相互に協力し補い合うこ とで、時代に即し親しみやすい広

報活動の展開を目 指すとともに、公 民館及び公民館事 業の周知を積極

的に進めていきま す。  

 

（３）公民館利用 団体懇談会  

公民館の適正利用 の方法の協議や、団体相互の親睦交 流を図ること

を目的に上鶴間公 民館を拠点公民館 とする１５５団体（令和３年１０

月 現 在 ） す べ て が 加 入 す る 「 上 鶴 間 公 民 館 利 用 団 体 懇 談 会 」 を 設 け 、

定期的に意見交換 や啓発周知を目的 とした会報「はなみずき」の発行

を行っています。しかし、出会いを通じて仲間の輪を 広げ地域文化の

向上に努めようと いう思いよりも、自らの活動場所と して公民館を捉

える傾向が強くな りつつあります。  

そこで、単に意見交換だけではなく 、地域との関わりを重視した取

組みを行っていき ます。  

具 体 的 に は 公 民 館 利 用 団 体 と 連 携 し た 事 業 の 実 施 や 利 用 団 体 の 活

動 成 果 を 地 域 に 還 元 す る こ と と 併 せ て 団 体 の 活 動 内 容 を 周 知 す る 取

組みを続けていき ます。  

また、利用団体の 活動や知識・技能 等について、利用 団体懇談会が

中心となり交流会 等を通じて集約・調整を行い、地域に対する新たな

取組みの提案や情 報の提供を進めて いきます。  

公民館まつり等に ついては、公民館 利用者自らの活動 発表の場とし

て、利用団体懇談 会を中心とした公 民館利用団体が主 体となった実行

委員会が形成され 、より住民主体の まつりが展開され ることが望まれ

ます。  
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こうして公民館の 利用者や利用団体 、そして利用団体 懇談会が自主

的に活動すること ができるように支 援していきます。  

 

（平成１７年３月 策定）  

（平成２０年３月 一部改正：活動計 画部分）  

（平成２４年４月 一部改正）  

（平成２７年３月 改定）  

（平成３１年３月 一部改正）  

（令和４年３月一 部改正）  


